
答弁指定事項進捗状況調書 

 

 

令和５年９月 

議員名  小久保 重孝 

担当部 総務部 担当課 危機管理課 

質問年月日   令和５年９月 12日 

質問事項 防災対策と有珠山の管理と活用について 

【質問要旨】有珠山の活用と入山ルールについて 

入山規制のあるところに勝手に入る人たち向けに、ガイドの方がたまたま見かけたときにそこは入

っては駄目ですよということを言いたいという話も聞いています。ですから、そのときに要綱などを

持たせておくということは一つなので、その点をお願いしたい。 

また、登山道の入山名簿が伊達側にあるが何のために取っているのか。この入山記録では、登山で戻

ってきていないという方を探すのには不可能。現状でサイトやアプリもあり、メールアドレスとか携

帯番号を記載するようになっている。もう少し考えてしっかり整備してもらいたい 

【答弁要旨】            【答弁者：総務部長】 

(ガイドとの連携については)協議会のほうでも森林管理署と相談しながら、実態把握にも努め、どう

あるべきか検討してまいりたいなというふうに考える。 

入山の記録も協議会の中で話し合いながら、名簿をそろえるべきなのか、そういった整理も必要なの

ではないかなというふうに考える。デジタル系への取り組みも協議会のメンバーと相談する。 

 

 

【対応・進捗状況】 対応済（令和   年  月  日） 対応中 検討中 実施不可 

■令和６年２月６日現在 

 有珠山火山防災協議会で作成した「入山規制に関する根拠」について、ガイドの方

に携行していただくよう洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会と協議を終了し、現在、準

備しております。 

 有珠山登山届け出ノート設置につきましては、経済環境部商工観光課が担当してお

り、観光客の人数を把握することを目的としております。 

 ご指摘の事項につきましては、現在担当部署において有珠山登山届（案）を作成して

おりますので、今しばらくお待ちいただくようお願いいたします。 



答弁指定事項進捗状況調書 

令和５年９月 

議員名  小久保 重孝 

担当部 経済環境部 担当課 環境衛生課 

質問年月日   令和５年９月 12日 

質問事項 有害鳥獣駆除について 

【質問要旨】 

(最近の熊の出没と鹿の残滓の取り扱いには関連性がある) 

有害鳥獣駆除する鹿の残滓の処理は猟友会メンバーの皆さんの大きな負担になっている。この取り扱

いについて、もう少し市として考えてもらいたい。 

【答弁要旨】            【答弁者：】経済環境部長 

何とかしなければいけない問題だが、現時点で決定的な方法がない。非常に悩ましい問題だが対症療

法については検討し、(猟友会にも)ご相談もさせていただいている。それが決定打というわけではな

いということも認識しているので、今後も引き続きしっかり検討していきたい。 

 

北海道が現在取組に向けて検討を進めていただけるという今状態になりましたので、広域の取組、あ

るいは北海道に対しても残滓の処理の問題についても議題に上げていただいて、広域で検討する問題

というふうに取り組んでいきたいなというふうに思う。 

 

【対応・進捗状況】 対応済（令和   年  月  日） 対応中 検討中 実施不可 

■令和６年２月２２日現在 

鹿の残滓処理については、市町村単独では困難な課題であることから、胆振総合振興

局主催の「胆振地域エゾシカ・ヒグマ対策連絡協議会」の中で、広域（北海道主導）で

のシカの残滓処理について検討してもらうよう提案していきたいと考えております。 

また、猟友会との意見交換を継続して行い、残滓に限らず駆除に係る課題等を整理し

て、今後の有害鳥獣駆除に活かしていきたいと考えております。 



答弁指定事項進捗状況調書 

令和５年９月 

議員名  小久保 重孝 

担当部 経済環境部 担当課 商工観光課 

質問年月日   令和５年９月 12日 

質問事項 伊達観光物産公社について 

【質問要旨】 

物産公社による指定管理、複数の施設を管理する指定管理というのが続けられていくことについてど

うお考えなのか、またそのことについての効果というものはどうお考えなのか。 

 

【答弁要旨】            【答弁者：】市長 

公社にどういった機能を持ってもらいたいかという目的から私は考え直したいなというふうに思っ

ております。 

中身としてはセグメント別に、それぞれの施設別とか事業目的別にちゃんと分析をして、その中でき

ちんと事業執行していただいているかというところを見なければ駄目だなというふうに思っていま

す。ですので、その辺りの管理の仕方についても検討していかなければならないなというふうに思っ

ています。 

 

【対応・進捗状況】 対応済（令和   年  月  日） 対応中 検討中 実施不可 

■令和６年２月９日現在 

各施設における事業執行状況を一定の期間をかけて確認するとともに、伊達観光物

産公社に期待する役割や複数施設の指定管理業務を行うことによるメリット、デメリ

ットを整理し、今後の在り方について検討して参ります。 



答弁指定事項進捗状況調書 

令和５年９月 

議員名  小久保 重孝 

担当部 教育委員会 担当課 生涯学習課 

質問年月日   令和５年９月 12日 

質問事項 伊達観光物産公社 (カルチャーセンター指定管理)について 

【質問要旨】 

例えばカルチャーセンターを指定管理するのであれば、担当者が文化というものに造詣を深くしてい

っていただきたいし、現在ではメセナ協会が文化事業を担っているわけですが、ではメセナ協会さん

と一緒にもっともっと文化事業を増やしていきましょうよという考え方を持って、そして取り組んで

もらいたいなというふうに思うのです。単なる貸し館の管理だけのことであれば全く意味がないよう

な気がしておりまして、ですから何か今その方向性を示さないと、そこに陥ってしまうようなちょっ

と危機感を感じているものですから、そのことを市長にぜひ考えを持ってもらいたいなというふうに

思っているところです。 

 

【答弁要旨】            【答弁者：】市長 

先ほどカルチャーセンターの話ございましたけれども、例えばカルチャーセンターの指定管理を考え

たときに、文化施設であって、あの館で収益事業として利益を上げるというのは、私相当な難しい部

分があると思います。ですので、あの館を維持するというのは、私は文化芸術、これを保つというの

が目的であって、そちらの便益を優先としながら、コストもできる限り赤字額が増えないように管理

していくというのが理想であるというふうに思っています。ですので、先ほど小久保議員おっしゃら

れたようなカルチャーセンターの在り方というところも私見直すべきだなというふうに思っており

ますし、指定管理に今後更新するに当たってもその文化芸術の振興というところが今の仕様書、協定

書の中にはあまり重要視されていなかったというところもあったなというふうに思います。その辺り

は見直して、新しい、どういったスキームになるか分かりませんけれども、これまで以上に文化芸術

の振興といった便益に焦点当てまして施設管理していきたいなというふうに思っております。 

【対応・進捗状況】 対応済（令和６年２月 29日） 対応中 検討中 実施不可 

■令和６年３月１日現在 

令和５年10月16日に告示した次期指定管理者公募において、業務仕様書の中に施設の管理運営だ

けでなく、関連団体との連携等を図り文化芸術活動の拠点となることを盛り込んでおり、令和５年

第４回市議会定例会で指定管理者の指定について議決いただいたことから、令和６年２月29日に基

本協定を締結しております。 

今後は、これまで以上に文化芸術の振興を図るため、指定管理者と市、関連団体等と連携を深め

文化芸術振興の持続的発展を目指していきたいと考えております。 



答弁指定事項進捗状況調書 

令和５年９月 

議員名  小久保 重孝 

担当部 経済環境部 担当課 商工観光課 

質問年月日   令和５年９月 12日 

質問事項 伊達観光物産公社について 

【質問要旨】 

今は物産公社のことでございますけれども、市全体に言える多分公共施設の管理に関わる非常に大事

なお話だと思うので、ぜひそれを市全体で考えていただきたいなというふうに思っています。部長も

役員なので、ぜひ役員会でもそう言っていただきたいの 

ですが、いかがですか。 

 

【答弁要旨】            【答弁者：】市長 経済環境部長 

立場上物産公社の理事ということになってございます。いろんな形で助言ですとか発言をする機会は

あろうかと思います。物産公社の在り方というものをいま一度しっかり考え直して、そしてよりよい

形で運営進められるということができるように検討してまいりたいなというふうに思います。 

 

今後の公社の在り方、行政側としたらこういったものをしてほしいということもお伝えしてきていま

すし、まだその回数も足りないなというふうに思っています。今後の物産公社の在り方も含めて、き

ちんとお話をしながら改革進めていきたいというふうに思っております。 

 

【対応・進捗状況】 対応済（令和   年  月  日） 対応中 検討中 実施不可 

■令和６年２月９日現在 

公共施設の管理方法を含め、伊達観光物産公社の今後の在り方について検討して参

ります。 


